
【４日】ヘケロップ・デンマーク国防相が来訪し、シャウ
レー空軍基地でオレカス国防相と会談。

【５日】ブトケビチュウス首相はサンクトペテルブルク
でのバルト海沿岸諸国首相会合へ出席。メドベー
ジェフ・ロシア首相及びミレル・ガスプロム社長とも会
談し、首相会談ではＥＵエネルギー第３パッケージ、
カリニングラード住民の無査証渡航範囲について協
議した他、経済貿易関連実務者会合の実施等善意
の協力関係に合意できたと評価。

【７日】アフガニスタンのゴール県チャグチャランで、リ
トアニアＰＲＴ装甲車に対戦車ミサイルが発車され、
兵士２名が負傷。国防省は今回の事件が権限委譲
に影響することはないと発表。１５日にはチャグチャラ
ンで、当国軍諮問チーム装甲車の下で未確認爆発物
が爆発する事件が発生したが、負傷者は出ず。

【７日】当地紙は、ダライ・ラマが９月１２～１３日にリト
アニアを訪問予定と在英ダライ・ラマ事務所代表が確
認したと報道。

●エネルギー戦略見直しの作業部会は、ビサギナス原発計画は、追加的条件付きで継続可能と提言。今後地
域パートナー及び戦略的投資家との交渉が注目される。

●ブトケビチュウス首相は、ロシア、ベラルーシ首相と各々会談。経済、エネルギーを中心に隣国との関係改善
が図られた。

●松山外務副大臣が来訪し、外務副大臣、経済大臣やエネルギー大臣と会談。２国間関係強化とエネルギー
分野での協力等を協議。

【３日】祖国同盟は影の内閣を発表し、影の首相にク
ビリウス党首が就任。

【１２日】パウラウスカス労働党議員は、二重国籍に
関する国民投票を来年の大統領選挙と同時に実施
する決議案を国会に提出し、１６日の第１回読会で可
決された。

【１６日】グリボウスカイテ大統領はパバルキス教育
科学大臣と会談し、同大臣が発出したリトアニア語統
一試験の簡素化省令に関し、試験基準は同一である
べきと批判。

【２０日】世論調査で、グリボウスカイテ大統領及びブ
トケビチュウス首相の支持率が引き続き最も高く、ウ
スパスキフ労働党党首の支持率は同党の不正経理
裁判の影響で低下。

【２２～２３日】野党祖国同盟党首選が行われ、２８～
２９日の決選投票を経てクビリウス党首が再任。

【２４日】労働党と労働者党が正式に合併し、労働・労
働者党と命名。ガプシス労働党副党首が新党首に指
名され、ウスパスキフ労働党党首は副党首となること
が決定。

【２８日】国会前でリトアニア語支持者が非リトアニア
語氏名標記に反対、抗議する集会を開催し、約５００
人が参加。

【２９日】パクサス秩序と正義党党首は、労働党との
合併交渉が遅れていることに不満を表明。

【３日】ギュル・トルコ大統領が公式訪問し、グリボウ
スカイテ大統領と会談。リンケビチュウス外相は同行
したバギスＥＵ加盟交渉大臣と会談。バルト海・黒海
地域を繋ぐバイキング列車プロジェクトへのトルコの
参加覚書が署名された他、約１００人の経済人が同
行し、ビジネスフォーラムが開催。

【３日】当地紙は、朝鮮中央通信がグリボウスカイテ
大統領とパク北朝鮮大使の信任状奉呈会談に関し
事実と異なる報道を行い、政治的宣伝に利用したと
報道。

【３日】外務省は、リトアニアが共同提案国として積極
的な働きかけを行った武器貿易条約案が国連総会
で採択されたと発表。
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【８日】サッチャー英元首相の死去に際し、グリボウス
カイテ大統領、ブトケビチュウス首相他が弔意メッ
セージを発出。１７日、グリボウスカイテ大統領は同
英元首相の葬儀へ出席。

【１８～１９日】オハニヤン・アルメニア国防相が来訪
し、オレカス国防相と会談。両国の防衛協力、アルメ
ニアのＮＡＴＯ及びＥＵ加盟等につき協議。

【１９日】カウナスでリトアニアのチャグチャランＰＲＴ最
終部隊（第１７次ＰＲＴ）壮行式が開催され、オレカス
国防相、ポチウス軍司令官、白石大使が出席。日本
をはじめとする協力国への謝辞が述べられた。

【２１～２４日】ゲドビラス国会議長はキプロスでのＥＵ
国会議長会合へ出席。

【２２日】リンケビチュウス外相はルクセンブルクでの
ＥＵ外相会合へ出席し、チタク・コソボ欧州統合担当
相と会談し、セルビアとコソボの関係正常化のための
合意達成を歓迎。

【２２～２３日】オレカス国防相はルクセンブルグでの
ＥＵ国防大臣会合に出席し、１２月の防衛安全保障
会合に関する欧州理事会でエネルギー効率及び欧
州安全保障戦略の見直しが議題とされることを期待
すると発言。

【２３日】国会は２０１４～１５年の海外派兵要員枠の
決議を採択し、アフガンＮＡＴＯミッション２００人、ＥＵ
やＮＡＴＯの海賊対策への要員派遣を認可した。

【１１～１２日】シェモニャク・ポーランド国防相が来訪
し、オレカス国防相と会談。リトアニア・ポーランド・ウ
クライナ旅団に関する協議の進展を歓迎し、両国特
殊任務部隊間の協力覚書が署名された。

【１２日】ソウンダール・デンマーク外相が来訪し、グリ
ボウスカイテ大統領及びリンケビチュウス外相と会
談。２国間関係、リトアニアのＥＵ議長国等について
協議。

【１３～１５日】オレカス国防相はアフガニスタンのカン
ダハール、チャグチャラン及びカブールを訪問。同大
臣にはパウラウスカス国会安全保障防衛委員長他
の国会議員が同行した。

【１６日】ダチッチ・セルビア首相が来訪し、グリボウス
カイテ大統領及びブトケビチュウス首相と会談。バラ
カウスカス内務大臣との間で犯罪対策協力合意に署
名し、また同行したムルキッチ外相とリンケビチュウ
ス外相との間でＥＵ統合分野での協力覚書が署名さ
れた。

【１７日】外務省は当地ベラルーシ大使館に対し、ベラ
ルーシ空軍機の領空侵犯事件に対する抗議の口上
書を手交。オレカス国防相は深刻な侵犯ではなかっ
たとコメント。

【１７～１８日】リンケビチュウス外相はダブリンでのＥ
Ｕ貿易相非公式会合へ出席。

【８日】グリボウスカイテ大統領は、ヤヌコーヴィチ・ウ
クライナ大統領のルツェンコ元内相等への恩赦につ
いて、ＥＵは肯定的に評価するであろうが連合協定へ
の署名に十分かは分からないとコメント。

【８日】グリボウスカイテ大統領はノルウェーを訪問
し、ハラルド国王及びストルテンベルグ首相と会談。
２国間関係、北欧バルト協力（ＮＢ８）、エネルギー等
について協議した。グリアＯＥＣＤ事務総長とも会談
し、リトアニアのＯＥＣＤ加盟への支援を要請。

【２３日】リンケビチュウス外相はＮＡＴＯ外相会合へ
出席。

【２４日】ブトケビチュウス首相はブリュッセルを訪問
し、ファン＝ロンパイ欧州理事会議長、バローゾ欧州
委員長、欧州委員との会合を実施。同訪問には保健
相、内務相、文化相、農業相、外相、国防相、社会保
障労働相、教育科学相、運輸通信相、財務相が同行
した。

【２５日】リンケビチュウス外相はポーランド、蘭、デン
マークの外相ないし欧州担当相と共にウクライナを訪
問し、ヤヌコーヴィチ大統領、コジャーラ外相と会談
し、反体制派メンバー及び市民社会代表と会見。

【２９日】リンケビチュウス外相はウランバートルでの
第７回民主主義共同体閣僚級会合へ出席し、女性と
民主主義セッションでモデレーターを務め、北朝鮮反
体制活動家とのハイレベル討論会を実施した。

【１８日】ブトケビチュウス首相はスウェーデンを訪問
し、ラインフェルト・スウェーデン首相及び同国の経済
界代表と会談。

経 済 
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【３０日】統計局は、第１四半期のＧＤＰ成長率を対前
年比３．４％で製造業とサービス業が寄与したと発
表。

【２日】統計局及び中央銀行は、２０１２年の外国直接
投資統計を発表。リトアニアへの投資フローは前年
比約３７％減少したが、年末の投資残高は８．１％
増。投資国はスウェーデン、キプロス、蘭、ポーランド
の順で、ロシア、ラトビアからの投資減少が大きかっ
た。分野別では金融・保険、不動産への投資が大き
く、累積投資額ではスウェーデンが最大。

【５日】財務省は経済成長率予測を２０１３年３％、２０
１４年３．４％と発表し、１６日にＩＭＦはそれぞれ３％、
３．３％との予測を発表。インフレ率については、財務
省は２０１３年２．４％、２０１４年２．８％の予測に対
し、ＩＭＦは２．１％、２．５％との見通し。２２日、世界
銀行は２０１３年の当国の経済成長率を２．８％へ上
方修正。

【１８日】ミャスニコーヴィチ・ベラルーシ首相はクライ
ペダでのリトアニア・ベラルーシ経済フォーラムへ出
席し、ブトケビチュウス首相と会談。ミャスニコーヴィ
チ首相はベラルーシは必ず原発を建設すると述べ、
更に経済面での両国の協力関係を強化する準備が
あるとコメント。

【２２日】エネルギー戦略見直しの作業部会はその結
論を政府へ提出し、地域パートナーとの法的合意、
国際金融機関からの有利な融資条件及び国民への
情報開示の３つが満たされれば、ビサギナス原発建
設継続は可能と提案。ブトケビチュウス首相は、リト
アニアは原子力エネルギー開発を続けるが、電力価
格の引下げが必要と発言。２３日、首相府は同原発
が商業的指標を改善し、作業部会の示す追加的条
件を実施すれば建設計画を継続すると発表。

【２２日】政府はシェールガス採掘調査に関する結論
の延期を決定。

【２３日】ブリュッセルで、リンケビチュウス外相はケ
リー米国務長官との間で、核物質密輸対策に関する
協力合意に署名。

【３日】塩尻ＥＵ代大使は国会欧州クラブにて「日・ＥＵ
関係」と題する講演を実施。ガプシス国会副議長、ア
ウシュトレビチュウス国会副議長、ユオトカ国会外交
委員長他の国会議員、当地外交団、一般市民等約５
０名が出席した。

【１０日及び１２日】当館はビリニュス芸術アカデミーと
共催で現代日本の掛け軸レクチャー・ワークショップ
を開催。学生、一般市民等約９５名が参加し、当地紙
でも大きく報じられた。

【４日】ベサイテ経済相は当地ラジオ・インタビューで、
ビサギナス原発建設は不必要と発言。ブトケビチュウ
ス首相は、これは個人的な意見に過ぎないと否定。

【５日】ブトケビチュウス首相はミレル・ガスプロム社長
とサンクトペテルブルクで会談し、リトアニアのガス価
格の引き下げを要請した。ミレル社長はカリニング
ラードへのガス供給問題を提起し、今後双方の専門
家同士の協議が開催されることとなったと発言。

【１２日】ガスプロムとエネルギー省との会合で、ガス
プロム側は長期契約締結等を条件としてガス価格の
２０％引き下げを提案したとの報道に対し、ブトケビ
チュウス首相はそのような提案は受けていない、ガス
プロム社との交渉はネベロビッチ・エネルギー大臣が
当たるが、欧州委員会からの参加も求めると発言。

【１５日】エスポー条約実施委員会は、ベラルーシに
建設中の新原発が同条約違反との結論を発表し、ベ
ラルーシに詳細情報の開示を要請。

経 済 
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　記載事項は在リトアニア日本大使館の見解を示すものではなく、特定の団体・個人の利益を代表するもので
はありません。

　　この資料は、リトアニアの政治・経済情勢を中心に各種報道、発表をとりまとめたものですので、記載事項
の信憑性まで確認したものではありません。

【２３日】ミコラス・ロメリオ大学アジアセンターが設置
され、ビリニュス大学、ビタウタス・マグヌス大学に次
ぐ第３のアジア研究拠点となった。オープング式典に
は白石大使も出席。

【２６日】在京リトアニア大使館において、クレイティン
ガ市のマズ－チャイ日本庭園と神奈川県横須賀市の
長井海の手公園ソレイユの丘は、姉妹庭園の覚書を
締結。

【２６日及び２７日】当館はビリニュス及びマリヤンポ
レで狂言師茂山宗彦氏による狂言公演を実施。両会
場とも多くの観客が集まり盛況を博した。

【２９日】ウランバートルでの第７回民主主義共同体閣
僚級会合の際に鈴木外務副大臣はリンケビチュウス
外相と会談し、２国間関係強化等について意見交換
を行った。

【３０日】松山外務副大臣が来訪し、ゲルマナス外務
副大臣、ベサイテ経済大臣、ネベロビッチ・エネル
ギー大臣と会談。２国間関係、国際場裏での協力、
経済関係の強化やエネルギー分野での協力につい
て協議した。またクビリウス前首相他の与野党議員と
懇談し、２国間関係、東アジア・欧州情勢等について
意見交換を行った。更に、当地紙とのインタビューを
行い、その概要は大きく取り上げられた。

【１２日】ビリニュス市による日本庭園プロジェクトの設
計発表会が実施され、ズオカス市長が中根庭園研究
所長の設計を説明し、白石大使も歓迎挨拶を行っ
た。

【１３日】ビリニュス市で新極真会による世界空手選手
権が開催され、日本から緑代表等多くの関係者、選
手が来訪。開会式でグリボウスカイテ大統領のメッ
セージが代読され、白石大使も挨拶。リトアニアは過
去最多のメダルを獲得。

【１８日】ビリニュス大学アジア研究センター２０周年記
念国際会議が開催され、白石大使は開会式に出席
し、記念スピーチを実施。
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